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各学年のＰＴＡ行事 国際探究Ⅰ研究発表会

国際英語科の２年で行われる「国際探究Ⅰ」は、
SDGsにおける１７のゴールから選び、今年度は、８つ
のゴールで全３２のテーマの元研究を進めました。
１月２０日(水)にその発表会が、体育館で行われまし

た。その様子が下の写真です。

個性的な取組内容もあり、とても興味深いものでした。
みんな熱心に発表を聞いており、するどい質問などもあ
りました。
下の写真は、「世界のトイレ～江戸時代の○○～」を

有効活用？ の研究テーマで、農業への活用を考え、

アドラー心理学
いつも幸せな人が持っている心構えとは？

Ａさんは、Ｂさん夫婦の結婚を祝う食事会の席で、礼
儀をわきまえずに騒いでいる友人たちに強い怒りを覚え
ました。本来であれば、夫婦を主役にして自分たちは聞
き役にまわるべきである、とＡさんは考えました。しか
し、他の友人たちはそんなことに気がまわらず、大いに
盛り上がっていたらしいのです。
Ａさんは、彼らに注意をしました。ところが、彼らは

「ハイハイ」と受け流し、一向に改める様子はありませ
ん。Ａさんは、非常識な彼らを軽蔑し睨みつけました。
彼らを責めることでやめさせようとしたのです。
Ａさんの配慮は素晴らしいと思います。しかし、その

配慮を他の友人に強制することは共同体感覚に反すると
言えるでしょう。配慮が足らずどんちゃん騒ぎをする友
人たちは不完全な人間です。けれども、そんな彼らを睨
みつけるＡさんもまた不完全。お互い様です。
であるならば、不完全な彼らも自分も許すべき。それ

なしに共同体感覚を高めることはできないでしょう。不
完全でいいのです。だからこそ人間臭い。だからこそ愛
らしい。そんな度量の広さをいつも持ち合わせていたい
ものです。

予餞会
今年は、各教室でビデオ上映という形で行いました。

生徒会を中心に準備してきた、3年生へのメッセージを
含めての上映でした。本来なら、ライブで楽しんでもら
いたかったのですが、県内でも緊急事態宣言中であるた
めこのような形となりました。
３年生！楽しんでもらえましたでしょうか。
生徒会の皆さん！お疲れ様でした。

自分の不完全さを認め、受け容れなさい。
相手の不完全さを認め、許しなさい。

設備投資におけるコス
トの面や化学肥料に頼
らない人に優しい農業
の取組への提案もあり
ました。
全て、楽しい発表で

した。お疲れ様でした。

１月16日(土)に総合学力記述模試があり、その昼食
にカツカレーの提供が高校２年ＰＴＡからありました。
例年だと、手作りカレーを振る舞うのですが、今年度は、
弁当業者に注文し、配付という形式をとりました。また、
模試終了後には、販売カーでのタピオカの提供もありま
した。

保護者か
らのメッ
セージ付
き

中学校2年親子レク
同日の１月16日（土）には、中学2年の親子レク

（ドッチビー）が行われ、みんな楽しく体を動かしてい
ました。

JSPSサイエンスダイアログ

で来日している優秀な若手外
国人研究者を招いての講座が
ありました。３Ｄ眼鏡で立体
的な画面を見ながらの説明で
したが、タンパク質や細胞の
話しが難解でした。

2年理数科の生徒対象にJSPS制度のフェローシップ制度


